
令和６年 第５回総務文教常任委員会所管事務調査報告書

令和６年６月２６日

別海町議会議長 西 原 浩 様

総務文教常任委員長 佐 藤 雄

総務文教常任委員会の所管事務調査を実施したので、別海町議会会議規則第７７条の規定によ

り、次のとおり報告いたします。

記

《第５回》

１ 日時

令和 6 年６月 2６日（水） 午前１０時 00 分から午前１１時５５分まで

２ 開催場所

委員会室１

３ 出席委員

佐藤 雄委員長、田村秀男副委員長、戸田憲悦委員、吉田和行委員、市川聖母委員

４ 欠席委員

なし

５ 委員外

なし

６ 協議事項

（１）ふるさと納税寄附金及び基金の運用について

（２）町内少年団活動及び学校部活動の地域移行に係る対応について

（３）その他報告事項

７ 説明員の職と氏名

総務部長 伊藤輝幸、総務部次長 寺尾真太郎、総合政策課長 松本博史、

財政課長 角川具哉、情報広報課長 山田哲哉、防災・基地対策課長 岩口裕昭、

税務課長 松田勝広、西春別支所長 小村茂、尾岱沼支所長 大坂恒夫

教育部長 宮本栄一、生涯学習センター長 福原義人、学務・スポーツ課長 齋藤陽、

学校教育課長 池田卓也、指導参事 瀬川航平、生涯学習課長 木戸口誠、図書館長 堺啓

ほか

８ 協議結果

6 月 25 日現在、前年比 1.94 倍の推移で 1,250,000 千円の寄付額がある。

制度改正の影響は、少ない模様。今後も推移を継続的に調査していく。 

7 割以上の小中学生が影響する。今後も支援策などの調査を継続して調査していく。



原案の見直し経過が示された。本年中の策定に向けて努力していく。早急の対応と見直

し部分を高評価する。人事評価を、給与のみならず、行政の効率化や適材適所などに活用

できるよう望む。

高校生との意見交換会 7 月 19 日や地域おこし協力隊との交流会について実施の確認をす

る。

正副委員長で、後日、所管部署と次回の委員会調査項目などを調整する。


